
久留米市 子ども未来部 幼児教育研究所

子ども達とかかわる中で、一人一人の子どもを理解することは、子どもの状態に

応じた保育を行うときにとても大切なことです。

子どもへのかかわりや保護者との連携について、幼児教育研究所の発達支援で

大切にしているポイントをご紹介します。

園や子どもたちの実態に合わせて活用していたただければ幸いです。

短い言葉で
肯定的に言葉
をかけると
伝わりやすく
なります。



日々の保育の中では、「子どもとどう関わるか」
という具体的な支援の方法が求められます。
その子に合う支援を考えるためには、
・育ってほしい姿を明確にもつこと
・子どもの行動の背景をとらえること、
など子ども理解の土台をしっかりもつことが大切
です。

幼児教育研究所では、
園への巡回相談や、療育等の
見学を行っています。
園での保育がよりよいものに
なるように、幼研にできることが
ありましたら、ご相談下さい。

前もって話をしたら、時間通り

に片付けることができました。
（うまくいった関わりの紹介）

鬼ごっこの時にタッチされても、

泣かずに交代できましたよ。
（子どもの成長した姿の共有）

保育の中でうまくいった関わり方や、子どもができたこと、がんばっていることなど
が話題の中心になると話しやすくなります。

座ってじっと待つのはまだ難しいですが、

絵本の読み聞かせは集中して聞くこと

ができましたよ。
（得意なことと苦手なことの共有）

保護者との連携のポイント

具体的な言葉のかけ方（例）


